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※［ユニバーサルデザイン］年齢、性別、国籍、個人の能力にかかわらず、初めからできるだ
け多くの人が利用可能なように、利用者本位、人間本位の考え方に立って、快適な環境

とするようにデザインすること

【具体的な取り組み】

・区を取り巻く社会経

済情勢や土地利用の

変化に的確に対応す

るため、都市の将来像

を定めた都市計画マ

スタープランに基づ

く施策を構築します。

また、都市としての健

全な発展を促すため、

用途地域等の見直し

をはじめ、地区の課題

や特性を踏まえた地区計画(※)の策定など、都市計画手法の活用を推進・

誘導することにより、将来像の実現を目指します。

・区民等が提案するまちづくりの調整や、土地利用転換時に必要な公共公益

施設の整備を関係者とともに行うなど、地域と協働のまちづくりを進めま

す。また、地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるため、

区民・事業者・地権者等による主体的活動(エリアマネジメント)に対して

支援を行います。

・景観計画に基づいて魅力ある景観の形成を促進するため、水辺や緑、歴史

的資源などとの調和を図り、より良好なまち並みの創出を誘導します。

【施策が目指す江東区の姿】

多様な生活様式に応じて住み続けられる、快適で安心な住まいづくりが広が

っており、地域と調和の取れた住環境が実現されています。

【具体的な取り組み】

・高齢者・障害者・子育て世帯などの多様なニーズに対応した住まいの供給

を推進するため、大規模開発や公的住宅の建替え・改修時の誘導を図ると

ともに、民間賃貸住宅への入居支援等を実施します。

・区の居住形態の大きなウェイトを占めるマンションをはじめとした、さま

ざまな既存住宅の良好な維持管理や再生を促進するため、啓発・相談事業

や支援事業を実施するとともに、ユニバーサルデザイン(※)の視点に立っ

た計画的な修繕やリフォームを誘導します。

・積極的な緑化整備や歩道状空地の確保など、より良い住環境を促進します。

■施策(29) 住みよい住宅・住環境の形成

■施策(30) ユニバーサルデザインのまちづくり

【施策が目指す江東区の姿】

年齢・性別・国籍の違いや、障害の有無等にかかわらず誰もが公平かつ快適

に生活できるまちづくりが進められています。

【施策が目指す江東区の姿】

緑やオープンスペース、都市施設(※)などが適切に配置され、安全性、快適

性、利便性を備えた暮らしやすいまちが実現しています。また、産業環境と

住環境とのバランスの取れた調和のあるまちになっています。さらに、地域

特性を活かした美しいまち並みが形成されています。

【具体的な取り組み】

・ユニバーサルデザインに関する情報を積極的に発信するとともに、支えを

必要とする人々との交流やふれあいの場を通して区民にユニバーサルデ

ザインの考え方の理解が深まるよう努めます。また、小学校などで出前講

座を実施し、手助けの行動につながる意識の定着を図ります。

・民間の建築物等の建設・改築のときに、ユニバーサルデザインを基本とし

た福祉のまちづくり条例による助言・指導を的確に行うとともに、改修へ

の支援を行います。また、整備後の施設へボランティア等の協力を得てユ

ニバーサルデザインの検証を実施します。

※［都市施設］道路、公園、上下水道、学校、病院などの都市基盤をなす施設
［地区計画］一定の地区を対象に、住民の意向を踏まえて定めるまちづくりのルール

■施策(28) 計画的なまちづくりの推進

住みよさを実感できる
世界に誇れるまち

Ⅴ

【具体的な取り組み】

・権利擁護センターを拠点として、福祉サービスの利用援助や金銭管理援助

を行うとともに、成年後見制度に関する相談や利用を支援します。

・手話通訳者の派遣や移動の支援、生活訓練など各種自立支援策の推進を行

うとともに、ハローワークや企業との連携を強化し、就労機会の確保に努

めます。

・相談支援体制の充実を進めるとともに、経済的な援助等を必要とする区民

の自立を支援します。

【施策が目指す江東区の姿】

高齢者や障害者をはじめとした区民が安心して生活できる仕組みを通じて

自立した生活と社会参加が進んでいます。

■施策(27) 自立と社会参加の促進

▲豊洲新市場や東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技場予定地の豊洲・有明地区

【施策が目指す江東区の姿】

利便性の向上とともに安全性・快適性の視点も取り入れられた交通体系が整

備されています。

【具体的な取り組み】

・橋梁の長寿命化及び

無電柱化を推進する

とともに、都市計画道

路を整備することに

より、安全で快適な道

路環境の創出を図り

ます。さらに、生活道

路網の充実を図ると

ともに、環境負荷低減

のため、歩道の透水性、

遮熱性に配慮した道

路整備や緑化を一層推進します。

・自転車駐車場の整備や放置自転車の撤去、自転車走行空間の整備検討や道

路の不正使用の是正を進めることにより、安全かつ快適な通行空間を確保

します。また、交通安全教育を実施することにより、自転車利用者等のル

ール、マナーの継続的な普及・啓発を図っていきます。

・区の南北を結ぶ交通網の利便性を高めるため、地下鉄8号線(豊洲−住吉

間)の早期事業化に向け、関係機関との協議・調整を図っていきます。ま

た、区民の移動実態やニーズを把握した上で、バス網や新交通システムに

ついても検討します。

■施策(32) 災害に強い都市の形成

【施策が目指す江東区の姿】

地震や火災、洪水などの各種災害に強いまちが実現しています。

■施策(31) 便利で快適な道路・交通網の整備

【具体的な取り組み】

・平成27年度までに区立施設の耐震化100%を目指します。また、江東区耐

震促進計画の見直しに合わせ、緊急輸送道路沿道建築物や住宅、民間建築

物の耐震化を促進するとともに、助成事業の充実を図ります。さらに、細

街路の拡幅整備を進め、災害時における延焼防止並びに避難路の確保に努

めます。不燃化の推進に関しては、区内のすべての町丁目において、不燃

領域率70％以上の達成を図っていきます。

・高潮等による水害を防ぐ態勢を強化するため、堤防施設等の耐震改修や下

水道幹線整備の早期実現を目指します。また、集中豪雨対策としての雨水

貯留・浸透施設の整備を推進するとともに、荒川洪水被害を最小限にとど

めるためのハザードマップの充実や、水門・排水場等の適切な維持管理に

努めます。

・防災倉庫の改修や新設を進めるとともに、物資の輸送ルートの確保に努め

ます。
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江東区長期計画(後期)分野別計画(原案)の【具体的

な取り組み】(施策●番の何行目について等)へのご

意見をお聞かせください。

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上年齢

男・女

住所

性別氏名

※いただいた個人情報は、本パブリックコメント以外

の目的には使用しません。

▲臨海部のコミュニティサイクル


